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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｏ
Ｏ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
'

ｓ
 

ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
１
１
Ｙ

【
作
者
名
】

　
メ
イ
ブ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
と
の
戦
闘
か
ら
「
彼
女
」
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
「
自
分
」

を
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
戦
い
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
破
壊

と
再
生
そ
の
先
に
彼
は
何
を
見
出
す
の
か
？
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介
入
（
前
書
き
）

処
女
作
で
す
の
で
至
ら
な
い
部
分
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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介
入

―
―
　
さ
ぁ
、
帰
り
ま
し
ょ
う
 

―
―

「
ヴ
ォ
ワ
チ
ュ
ー
ル
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
展
開
…
」

「
…
…
」

「
こ
の
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
は
外
宇
宙
探
査
の
為
に
作
ら
れ
た
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
。

太
陽
か
ら
の
風
を
微
粒
子
の
量
子
の
膜
で
受
け
て
推
進
力
に
す
る
の
。
最
初
の

１
秒
で
は
０
，
５
ｃ
ｍ
し
か
移
動
し
な
い
、
で
も
１
分
後
に
は
１
８
ｍ
の
所
ま

で
移
動
す
る
。
１
時
間
後
に
は
出
発
点
か
ら
６
４
ｋ
ｍ
の
所
に
あ
り
、
時
速
１

２
８
キ
ロ
に
達
す
る
。
１
度
走
っ
た
ら
無
限
に
加
速
し
続
け
る
…
帰
れ
る
わ
。

必
ず
…
」

　　
彼
と
彼
女
は
身
を
寄
せ
合
う
…

「
照
れ
臭
い
？
」

「
ち
ょ
っ
と
…
」

「
も
う
、
少
し
の
辛
抱
ね
…
段
々
感
覚
が
無
く
な
っ
て
行
く
か
ら
…
」

「
あ
な
た
に
似
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
」

「
ふ
ふ
っ
、
そ
う
言
え
ば
昔
そ
う
言
っ
て
口
説
い
て
き
た
人
が
一
人
い
た
わ
。

―
―
も
う
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
。
」

「
ッ
！
す
ま
ん
…
そ
う
い
う
訳
じ
ゃ
…
」
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「
ク
ス
ッ
！
照
れ
て
る
の
？
」

「
か
ら
か
う
な
。
」

「
あ
な
た
名
前
は
？
」

「
…
ス
ウ
ェ
ン
。
」

「
お
や
す
み
。
ス
ウ
ェ
ン
。
」

「
君
は
！
？
」

「
私
？
私
は
…
」

「
彼
女
」
は
最
後
ま
で
言
わ
ず
眠
り
に
着
い
た
。
そ
し
て
彼
も
ま
た
微
笑
み
と

共
に
眠
り
に
着
い
た
。
彼
ら
は
こ
の
ま
ま
帰
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
彼
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
自
分
が
新
た
な
戦
火
に
身
を
投
じ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
。

◆
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―
―
何
十
時
間
た
っ
た
だ
ろ
う
か
？
ス
ウ
ェ
ン
は
目
を
覚
ま
し
、
周
り
を
見

通
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
の
は
相
変
わ
ら
ず
の
黒
い
海
と
デ
ブ
リ
が
広
が
る

だ
け
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
異
様
な
事
に
気
づ
く
、
体
に
痛
み
は
な
く
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
モ

ニ
タ
ー
、
操
縦
系
、
全
て
が
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
の
物
と
異
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
何
よ
り
「
彼
女
」
が
隣
に
い
な
か
っ
た
。

「
ど
う
ゆ
う
事
だ
…
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
普
段
の
無
表
情
が
完
璧
に
崩
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
は
ま
る
で
…
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
機
体
を
機
動
し
始
め
る
。
モ
ニ
タ
ー
に
出
た
文
字
は
…

―
―
―
Ｓ
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ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
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―
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Ｘ
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０
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ｋ
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ｉ
ｋ
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ｋ
＝
 

Ｎ
ｏ
ｉ
ｒ
 

ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
 

ａ
ｌ
ｌ
 

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

「
こ
れ
は
、
ノ
ワ
ー
ル
か
！
？
　
何
故
だ
！
あ
の
時
に
す
で
に
…
」

　
そ
う
、
彼
が
搭
乗
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
く
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
と
の
戦
闘

で
大
破
し
、
行
動
不
能
と
な
っ
た
彼
の
機
体
だ
っ
た
。

「
ど
う
い
う
事
だ
？
…
こ
れ
は
…
」

　
し
か
し
、
彼
に
そ
ん
な
事
を
深
く
考
え
さ
せ
る
暇
も
無
く
機
体
が
警
告
音
を

鳴
ら
し
た
。

―
―
ビ
ー
ッ
！
ビ
ー
ッ
！
ビ
ー
ッ
！
―
―
ッ
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ヒ
ュ
ン
！

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
粒
子
が
ノ
ワ
ー
ル
の
頭
を
掠
め
る
・
・
・

「
チ
ィ
ッ
、
ど
こ
か
ら
の
攻
撃
だ
！
？
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
直
ぐ
に
頭
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
。
そ
し
て
目
の
前
に
赤

い
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
を
見
た
…

「
Ｉ
Ｆ
Ｆ
に
反
応
が
な
い
！
？
い
や
、
そ
れ
以
前
な
ぜ
こ
ん
な
近
く
に
来
る
ま

で
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
し
な
か
っ
た
！
？
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
コ
ロ
イ
ド
か
！
？
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
強
く
操
縦
桿
を
握
り
絞
め
、
目
の
前
の
脅
威
を
「
排
除
」
す
る

事
に
集
中
し
た
。

「
ス
ウ
ェ
ン
・
カ
ル
・
バ
ヤ
ン
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ノ
ワ
ー
ル
目
標
を
排
除
す
る
。
」

　
そ
の
声
は
冷
た
く
、
彼
が
戦
士
と
し
て
今
一
度
目
覚
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　　　
こ
う
し
て
彼
の
更
な
る
戦
い
が
始
ま
っ
た
…
彼
は
「
破
壊
と
再
生
の
世
界
」

で
何
を
思
う
の
か
？



8

介
入
（
後
書
き
）

コ
メ
ン
ト
お
待
ち
し
て
ま
す
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黒
い
ガ
ン
ダ
ム
（
前
書
き
）

中
々
考
え
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ぬ
。
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黒
い
ガ
ン
ダ
ム

「
ソ
レ
ビ
ー
イ
ン
グ
の
ガ
ン
ダ
ム
搭
載
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
の
所
在
が
分
か
っ

た
だ
と
？
」

　
グ
ッ
ド
マ
ン
は
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
流
石
は
カ
タ
ギ
リ
指
令
や
る
こ
と
に
そ
つ
が
な
い
…
良
し
ッ
！
Ｍ
Ｓ
発
進
！

今
度
こ
そ
あ
の
忌
々
し
い
テ
ロ
リ
ス
ト
共
の
息
の
根
を
止
め
ろ
！
」

　
ア
ロ
ウ
ズ
の
艦
か
ら
Ｍ
Ｓ
が
出
撃
し
、
ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
殲
滅
へ
と

向
か
っ
た
。

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
Ｄ
－
３
２
ポ
イ
ン
ト
、
レ
ー
ダ
ー
に
感
あ
り
、
Ｍ
Ｓ
の
様

で
す
。
」

「
何
？
Ｃ
Ｂ
の
別
動
隊
あ
る
い
は
カ
タ
ロ
ン
共
か
…
Ｍ
Ｓ
を
２
機
発
進
さ
せ
ろ
。

」「
了
解
。
ジ
ン
ク
ス
?
発
進
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
Ｍ
Ｓ
ハ
ン
ガ
ー
へ
。
」

『
了
解
し
ま
し
た
。
』

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
す
ぐ
に
連
絡
が
入
り
、
２
機
の
ジ
ン
ク
ス
?
が
出
撃
し
た
。

（
ガ
ン
ダ
ム
…
…
）

◆
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「
あ
と
２
分
程
で
目
標
に
接
触
し
ま
す
。
」

　
ル
イ
ス
・
ハ
レ
ヴ
ィ
は
喜
び
と
緊
張
で
満
ち
て
い
た
。

「
ぬ
か
る
な
よ
。
少
尉
。
目
標
は
何
か
良
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
」

　
徐
々
に
目
標
と
の
距
離
が
近
く
な
り
、
２
機
は
目
標
を
補
足
し
た
。

「
ガ
ン
ダ
ム
ッ
…
！
」

「
黒
い
ガ
ン
ダ
ム
だ
と
っ
！
目
標
は
敵
ガ
ン
ダ
ム
と
確
認
！
こ
れ
よ
り
戦
闘
に

入
る
！
」

　
粒
子
が
収
束
さ
れ
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
か
ら
ビ
ー
ム
が
放
た
れ
た
…

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

―
―
「
ス
ウ
ェ
ン
・
カ
ル
・
バ
ヤ
ン
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ノ
ワ
ー
ル
目
標
を
排
除
す

る
。
」
―
―

　
ノ
ワ
ー
ル
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
シ
ョ
ー
テ
ィ
ー
を
構
え
目
標
に
放
ち
牽
制
す

る
。
シ
ン
ク
ス
?
は
身
を
翻
し
距
離
を
取
っ
た
。
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「
何
だ
コ
イ
ツ
は
！
？
粒
子
を
出
し
て
い
な
い
だ
と
？
そ
れ
に
ビ
ー
ム
の
色
も

他
の
ガ
ン
ダ
ム
と
違
い
緑
だ
と
！
？
」

「
中
尉
！
私
が
仕
掛
け
ま
す
！
」

「
迂
闊
だ
ぞ
！
少
尉
！
ま
ｔ
…
」

　
ジ
ン
ク
ス
?
が
加
速
し
な
が
ら
ビ
ー
ム
を
放
ち
、
近
接
戦
闘
に
入
ろ
う
と
す
る

「
ガ
ン
ダ
ム
…
…
ッ
！
今
度
こ
そ
お
前
を
！
！
！
」

　
ノ
ワ
ー
ル
は
必
要
最
低
限
の
動
き
で
ビ
ー
ム
を
避
け
、
ビ
ー
ム
ブ
レ
イ
ド
を

右
手
に
持
ち
、
ブ
ー
ス
ト
を
吹
か
せ
加
速
す
る
。

「
何
だ
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
？
動
き
が
直
線
的
す
ぎ
る
。
」

　
そ
う
言
う
と
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
を
突
き
出
し
た
両
腕
を
ノ
ワ
ー
ル
は
す
れ
違
い
ざ

ま
に
両
断
し
た
。

「
ッ
！
！
！
」

「
終
わ
り
だ
…
」

　
ノ
ワ
ー
ル
は
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
シ
ョ
ー
テ
ィ
ー
を
ジ
ン
ク
ス
?
の
コ
ク
ピ
ッ

ト
に
突
き
つ
け
た
。

「
少
尉
か
ら
離
れ
ろ
！
ガ
ン
ダ
ム
！
」

　
ノ
ワ
ー
ル
が
撃
つ
よ
り
も
早
く
も
う
一
機
の
ジ
ン
ク
ス
?
が
突
撃
し
て
き
た
。

素
早
く
ノ
ワ
ー
ル
は
両
手
に
ビ
ー
ム
ブ
レ
イ
ド
を
持
ち
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
を
受
け
止
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め
た
。

「
少
尉
、
一
時
撤
退
し
ろ
！
」

「
ッ
で
す
が
！
中
尉
を
置
い
て
は
！
」

「
そ
の
機
体
状
況
で
何
が
で
き
る
！
？
居
て
も
邪
魔
な
だ
け
だ
！
」

「
了
解
…
」

　
ル
イ
ス
の
ジ
ン
ク
ス
?
が
戦
線
を
離
脱
し
た
。

　「
一
機
は
離
脱
し
た
か
…
あ
と
一
機
！
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
目
の
前
の
機
体
を
モ
ニ
タ
ー
越
し
鍔
迫
り
合
い
を
し
て
い
る
ジ

ン
ク
ス
?
を
睨
み
つ
け
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
残
量
も
少
な
い
。
早
め
に
仕
留
め
な
け
れ
ば
…
」

　
そ
う
言
う
と
ス
ウ
ェ
ン
は
ペ
ダ
ル
を
深
く
踏
み
込
み
バ
ー
ニ
ア
を
吹
か
し
た
。

「
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
！
！
！
ク
ソ
ッ
！
」

　
ジ
ン
ク
ス
も
ま
た
出
力
を
上
げ
た
。
コ
ー
ン
状
の
バ
ー
ニ
ア
か
ら
オ
レ
ン
ジ

色
の
粒
子
が
濃
く
流
出
さ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
徐
々
に
ノ
ワ
ー
ル
を
押
し
始
め

た
。

「
チ
ィ
ッ
！
出
力
で
負
け
て
い
る
か
…
な
ら
ば
！
」
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ジ
ン
ク
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
高
揚
し
て
い
た
。
パ
ワ
ー
で
押
し
始
め
て
い
た

今
こ
の
瞬
間
に
…

「
ハ
ッ
！
ハ
ハ
ハ
ッ
ッ
！
出
力
で
は
此
方
が
優
勢
！
」

　
そ
し
て
も
う
一
度
出
力
上
げ
よ
う
と
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
…
そ
の
瞬
間
―

「
こ
こ
か
…
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
バ
ー
ニ
ア
を
急
停
止
さ
せ
た
。
そ
し
て
ノ
ワ
ー
ル
は
鍔
迫
り
合

い
を
し
た
ま
ま
ジ
ン
ク
ス
の
頭
上
に
身
を
翻
し
た
。

　
ジ
ン
ク
ス
は
慣
性
に
逆
ら
え
ず
そ
の
ま
ま
前
に
進
み
、
ノ
ワ
ー
ル
に
背
後
を

捕
ら
れ
た
…

「
ク
ソ
ッ
！
や
る
な
…
！
」

　
ジ
ン
ク
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
焦
り
な
が
ら
も
素
早
く
機
体
を
反
転
さ
せ
た
。

　
し
　
か
　
し
　
遅
　
か
　
っ
　
た
　
…

　
ジ
ン
ク
ス
の
セ
ン
サ
ー
が
警
告
音
を
発
す
る
。
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
を
再
び
構
え
よ

う
と
し
た
瞬
間
、
ノ
ワ
ー
ル
の
ビ
ー
ム
ブ
レ
イ
ド
が
ジ
ン
ク
ス
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
を
捉
え
目
前
に
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
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「
う
ぁ
ア
！
ク
ソ
ッ
！
！
！
」

　
ジ
ン
ク
ス
?
の
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
映
る
ピ
ン
ク
色
光
が
見
え
た
。
そ
し
で
次

第
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

『
お
前
達
は
必
ず
再
び
報
い
を
受
け
る
時
が
来
る
…
…
』

　
接
触
回
線
越
し
に
ジ
ン
ク
ス
?
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
声
が
聞
こ
え
た
が
、
ノ
ワ

ー
ル
は
そ
の
ま
ま
ビ
ー
ム
ブ
レ
イ
ド
で
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
切
り
裂
い
た
。

　
両
断
さ
れ
た
上
半
身
と
下
半
身
が
爆
散
し
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
粒
子
が
散
っ
た
。

「
戦
闘
終
了
…
…
報
い
か
…
」

　
そ
う
言
う
と
ス
ウ
ェ
ン
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
外
し
た
。
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黒
い
ガ
ン
ダ
ム
（
後
書
き
）

戦
闘
描
写
難
し
い
で
す
…
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接
触
（
前
書
き
）

所
々
ア
ニ
メ
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
を
。
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接
触

　
ス
ウ
ェ
ン
が
戦
闘
開
始
し
た
時
、
他
方
で
も
新
た
な
戦
火
が
広
ま
っ
て
い
た
。

「
此
処
に
は
…
エ
ク
シ
ア
と
…
Ｏ
ガ
ン
ダ
ム
と
…
俺
が
い
る
ッ
！
」

　
そ
の
瞬
間
ダ
ブ
ル
オ
ー
の
デ
ュ
ア
ル
ア
イ
が
光
を
灯
し
、
目
前
に
迫
っ
て
い

た
粒
子
ビ
ー
ム
を
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
発
生
さ
せ
消
し
去
っ
た
。

「
新
型
だ
と
！
」

「
ア
ヘ
ッ
ド
で
叩
く
！
」

　
ア
ヘ
ッ
ド
と
ジ
ン
ク
ス
?
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
動
揺
し
な
が
ら
も
ダ
ブ
ル
オ
ー

に
向
け
粒
子
ビ
ー
ム
を
撃
ち
出
す
が
、
ダ
ブ
ル
オ
ー
の
高
機
動
に
よ
り
全
て
避

け
ら
れ
た
。

「
ダ
ブ
ル
オ
ー
…
目
標
を
駆
逐
す
る
！
」

　
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?
か
ら
粒
子
ビ
ー
ム
が
放
た
れ
、
ア
ヘ
ッ
ド
に
命
中
し
、
爆
散

し
た
。
す
か
さ
ず
、
ダ
ブ
ル
オ
ー
は
ジ
ン
ク
ス
目
掛
け
て
二
射
目
を
放
っ
た
。

「
チ
ィ
ッ
！
」

　
ジ
ン
ク
ス
は
粒
子
攪
乱
幕
を
周
囲
に
撒
き
散
ら
せ
、
ダ
ブ
ル
オ
ー
の
粒
子
ビ

ー
ム
に
よ
る
攻
撃
を
防
い
だ
。

「
接
近
戦
で
は
コ
ッ
チ
が
有
利
ィ
ィ
ィ
！
！
！
」
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ジ
ン
ク
ス
が
ダ
ブ
ル
オ
ー
目
掛
け
て
、
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
を
構
え
、
突
撃
し
た
。

一
方
、
ダ
ブ
ル
オ
ー
も
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?
を
ソ
ー
ド
モ
ー
ド
へ
と
変
え
た
。

「
こ
れ
が
…
俺
達
の
…
」

　
ダ
ブ
ル
オ
ー
の
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?
が
Ｇ
Ｎ
ラ
ン
ス
の
切
っ
先
よ
り
切
り
裂
き
、

そ
の
ま
ま
ジ
ン
ク
ス
?
を
両
断
し
た
。

「
ガ
ン
ダ
ム
だ
！
！
」

　
そ
し
て
、
ジ
ン
ク
ス
?
が
爆
散
す
る
。

「
刹
那
…
…
」

　
テ
ィ
エ
リ
ア
が
喜
び
と
安
堵
の
声
で
そ
う
呟
い
た
。

　
ア
ロ
ウ
ズ
は
状
況
が
不
利
と
判
断
し
た
の
か
、
艦
か
ら
照
明
弾
が
打
ち
出
さ

れ
、
撤
退
し
て
い
っ
た
。

「
ふ
ぅ
、
や
っ
と
一
息
っ
て
と
こ
か
。
」

　
ラ
ッ
セ
は
額
の
汗
を
拭
っ
た
。

「
敵
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
撤
退
し
て
い
く
で
す
ぅ
！
」

　
戦
闘
が
終
わ
っ
た
と
見
て
、
皆
が
安
堵
し
始
め
た
が
、
そ
の
空
気
は
フ
ェ
ル

ト
の
一
言
で
一
変
し
た
。

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
Ｄ
－
３
２
ポ
イ
ン
ト
に
Ｍ
Ｓ
２
機
を
確
認
！
」
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「
何
ィ
！
！
！
」

　
再
び
ト
レ
ミ
ー
は
戦
闘
体
制
に
入
っ
た
。

「
刹
那
！
ト
レ
ミ
ー
の
防
衛
は
僕
に
任
せ
て
く
れ
。
君
は
先
制
し
て
攻
撃
を
！
」

「
了
解
し
た
。
テ
ィ
エ
リ
ア
頼
ん
だ
ぞ
。
」

　
ダ
ブ
ル
オ
ー
の
２
つ
の
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
多
量
の
粒
子
が
放
出
さ
れ
、
目

標
へ
と
飛
翔
し
た
。

　
◆

「
目
標
を
捕
ら
え
た
。
こ
れ
よ
り
攻
撃
に
…
…
ッ
！
」

　
戦
闘
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
刹
那
だ
が
目
の
前
の
状
況
に
目
を
見
張
っ
た
。

「
ど
う
し
た
！
刹
那
！
」
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言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
刹
那
に
対
し
、
テ
ィ
エ
リ
ア
か
ら
の
通
信
が
入
っ
て
き

た
。

「
目
標
は
互
い
に
交
戦
中
…
…
」

「
何
！
？
ど
う
言
う
こ
と
だ
！
」

　
刹
那
は
も
う
一
度
目
の
前
の
状
況
を
確
認
す
る
。

「
一
機
は
ジ
ン
ク
ス
、
も
う
一
機
は
…
…
…
ガ
ン
ダ
ム
だ
…
黒
い
ガ
ン
ダ
ム
だ
。

」「
ガ
ン
ダ
ム
だ
と
！
」

　
刹
那
達
が
通
信
を
し
て
い
る
内
に
目
の
前
の
ガ
ン
ダ
ム
は
ジ
ン
ク
ス
を
撃
破

し
た
。

「
黒
い
ガ
ン
ダ
ム
が
…
ジ
ン
ク
ス
を
撃
破
…
」

「
敵
か
味
方
か
。
ど
ち
ら
だ
？
刹
那
、
そ
の
機
体
と
コ
ン
タ
ク
ト
は
可
能
か
？
」

「
分
か
ら
な
い
。
試
し
て
み
る
。
」

『
そ
こ
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
聞
こ
え
る
か
？
聞
こ
え
て
い
た
ら
返
事
を
し
て
く
れ
。

』　
刹
那
は
呼
び
か
け
る
が
一
向
に
返
信
は
な
い
。
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「
向
こ
う
か
ら
の
返
信
が
な
い
、
近
づ
い
て
光
通
信
を
試
み
る
。
」

　
ダ
ブ
ル
オ
ー
は
黒
い
ガ
ン
ダ
ム
に
向
け
移
動
し
、
目
の
前
に
立
っ
た
。

　
◆

　
ス
ウ
ェ
ン
が
戦
闘
を
終
了
し
、
一
息
し
よ
う
と
し
た
の
も
束
の
間
、
目
の
前

に
青
い
Ｍ
Ｓ
が
姿
を
現
し
た
。

「
ま
た
粒
子
を
放
出
す
る
Ｍ
Ｓ
か
！
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
戦
闘
体
制
に
入
ろ
う
と
ビ
ー
ム
ブ
レ
イ
ド
を
再
び
ノ
ワ
ー
ル
に

構
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
目
の
前
の
Ｍ
Ｓ
が
武
装
を
手
に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り

近
づ
い
て
来
る
の
を
見
て
、
思
い
留
ま
っ
た
。

「
戦
闘
の
意
志
は
な
い
の
か
？
そ
れ
に
粒
子
が
あ
の
赤
い
Ｍ
Ｓ
達
と
違
い
、
緑

色
だ
と
？
」

　
目
の
前
の
青
い
Ｍ
Ｓ
の
頭
部
が
点
滅
し
始
め
た
。
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「
光
通
信
？
戦
闘
の
意
志
は
な
い
だ
と
？
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
此
方
に
も
戦
闘
の
意
志
が
無
い
こ
と
伝
え
る
た
め
ノ
ワ
ー
ル
の

頭
部
セ
ン
サ
ー
を
光
ら
せ
る
。
そ
う
す
る
と
青
い
Ｍ
Ｓ
が
光
通
信
で
「
つ
い
て

来
い
」
と
言
う
合
図
を
し
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
残
量
の
少
な
い
今
、
こ
い
つ
に
つ
い
て
行
く
し
か
な
い
か
…
」

　
ス
ウ
ェ
ン
は
目
の
前
の
Ｍ
Ｓ
に
追
随
す
る
よ
う
に
着
い
こ
う
と
す
る
と
、
後

ろ
か
ら
ま
た
別
の
緑
色
の
粒
子
を
出
す
Ｍ
Ｓ
が
現
れ
、
連
行
さ
れ
る
よ
う
に
着

い
て
い
く
。

「
こ
い
つ
は
青
い
奴
の
味
方
か
。
下
手
な
行
動
は
さ
せ
な
い
と
い
う
事
か
…
」

　
暫
く
、
着
い
て
い
く
と
目
の
前
に
巨
大
な
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
が
徐
々
に
姿
を

現
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
３
機
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
に
格
納

さ
れ
て
行
く
。

「
油
断
は
で
き
な
い
な
…
」

　
ノ
ワ
ー
ル
が
格
納
さ
れ
、
外
で
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
叩
く
音
が
聞
こ
え
る
。

　
そ
し
て
ス
ウ
ェ
ン
は
ノ
ワ
ー
ル
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
を
開
き
始
め
さ
せ
た
。

ス
ウ
ェ
ン
の
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
両
手
を
頭
上
で
組
ん
だ
。

「
さ
て
…
ど
う
な
る
か
…
…
…
」
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接
触
（
後
書
き
）

や
っ
ぱ
り
ノ
ワ
ー
ル
改
造
的
な
の
必
要
か
な
～
？
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ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
前
書
き
）

最
近
忙
し
く
中
々
書
け
ま
せ
ん
…
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ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　
未
確
認
の
ガ
ン
ダ
ム
。
そ
の
情
報
は
ト
レ
ミ
ー
の
ク
ル
ー
は
緊
迫
感
を
感
じ

る
共
に
好
奇
心
を
燻
ら
せ
て
い
た
。

「
っ
た
く
、
刹
那
、
厄
介
な
物
を
持
っ
て
き
お
っ
て
。
」

　
イ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
は
悪
態
ず
き
な
が
ら
ノ
ワ
ー
ル
の
ハ
ッ
チ
を
開
け
る

為
に
端
末
を
弄
る
。
初
め
て
見
る
よ
う
な
機
体
に
彼
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の

心
は
高
揚
し
て
い
た
。

「
そ
う
ぼ
や
く
な
よ
、
お
や
っ
さ
ん
。
お
客
様
の
エ
ス
コ
ー
ト
、
お
疲
れ
な
。

刹
那
。
」

「
あ
ぁ
…
準
備
は
い
い
か
？
テ
ィ
エ
リ
ア
。
」

　
刹
那
は
銃
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
に
向
け
な
が
ら
緊
張
し
た
面
持
ち
を
崩
さ

ず
呟
く
。

『
こ
ち
ら
は
問
題
な
い
。
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
注
意
し
ろ
。
皆
。
』

　
テ
ィ
エ
リ
ア
は
セ
ラ
ヴ
ィ
ー
で
ノ
ワ
ー
ル
の
体
を
押
さ
え
つ
け
な
が
ら
答
え

る
。

「
中
々
開
か
ん
な
…
今
ま
で
弄
っ
て
き
た
Ｍ
Ｓ
と
違
う
わ
い
。
」

　
イ
ア
ン
は
そ
う
言
う
と
工
具
で
黒
い
ガ
ン
ダ
ム
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
部
分
の
装
甲

を
叩
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
突
然
、
機
体
色
が
黒
か
ら
灰
色
へ
と
変
貌
し
、
コ

ク
ピ
ッ
ト
ハ
ッ
チ
が
徐
々
に
開
き
始
め
た
。
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「
ッ
ッ
！
何
じ
ゃ
！
？
い
き
な
り
装
甲
色
が
…
…
」

「
イ
ア
ン
、
離
れ
て
く
れ
。
ハ
ッ
チ
が
開
く
。
」

　
刹
那
が
イ
ア
ン
に
指
示
し
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
銃
を
向
け
た
。
徐
々
に
ハ
ッ
チ

が
開
い
て
行
き
、
人
影
が
見
え
始
め
る
。

「
動
く
な
！
」

　
完
全
に
ハ
ッ
チ
が
開
き
切
る
前
に
刹
那
は
叫
ん
だ
。

「
そ
の
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
前
へ
…
」

　
指
示
に
従
う
よ
う
に
そ
の
人
影
は
両
手
を
頭
上
で
組
ん
だ
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り

と
前
へ
出
て
き
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
身
に
纏
っ
た
銀
髪
の
青
年
が
そ
の

姿
を
現
し
た
。

「
…
…
攻
撃
の
意
志
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

「
一
応
、
用
心
の
為
だ
。
」

　
銃
を
突
き
つ
け
た
ま
ま
、
刹
那
は
ボ
デ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
る
。

「
武
器
に
な
る
よ
う
な
物
は
持
っ
て
な
い
よ
う
だ
な
…
」

「
少
な
く
と
も
、
銃
の
類
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
」

「
…
…
付
い
て
来
て
く
れ
。
」
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そ
う
言
う
と
刹
那
は
銃
を
突
き
つ
け
た
ま
ま
、
数
人
の
ク
ル
ー
と
共
に
連
行

し
た
。

　
◆

「
さ
て
、
ど
こ
か
ら
聞
か
せ
て
貰
お
う
か
？
君
に
は
話
し
て
欲
し
い
こ
と
が
沢

山
あ
る
が
。
」

　
部
屋
に
は
、
刹
那
、
テ
ィ
エ
リ
ア
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
、
イ
ア
ン
、
が
集
ま
っ
て

い
た
。

　
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ン
は
椅
子
に
拘
束
さ
れ
た
状
態
で
座
っ
て
い
た
。

「
君
に
幾
つ
か
質
問
さ
せ
て
貰
お
う
。
ま
ず
君
は
何
者
だ
？
」

「
…
地
球
連
合
軍
第
８
１
独
立
機
動
軍
フ
ァ
ン
ト
ム
ペ
イ
ン
所
属
、
ス
ウ
ェ
ン
・

カ
ル
・
バ
ヤ
ン
中
尉
。
」

「
地
球
連
合
？
連
邦
じ
ゃ
な
く
て
か
い
？
」

　
ロ
ッ
ク
オ
ン
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
。

「
も
う
一
度
聞
こ
う
…
君
の
所
属
は
？
」

「
地
球
連
合
軍
第
８
１
独
立
機
動
軍
フ
ァ
ン
ト
ム
ペ
イ
ン
。
」
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ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
答
え
に
皆
、
顔
を
顰
め
た
。

「
…
そ
れ
で
は
質
問
を
変
え
よ
う
。
あ
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
は
何
処
の
物
だ
？
」

「
何
を
言
っ
て
い
る
？
…
地
球
連
合
の
物
に
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
」

　
そ
う
言
う
と
、
周
り
も
ま
す
ま
す
顔
を
顰
め
る
。
テ
ィ
エ
リ
ア
も
溜
息
を
吐

く
が
更
に
問
い
た
て
る
。

「
何
故
、
あ
の
よ
う
な
宙
域
に
単
機
で
い
た
？
」

「
分
か
ら
な
い
、
気
づ
い
た
ら
居
た
。
唯
そ
れ
だ
け
だ
。
」

　
淡
々
と
答
え
る
ス
ウ
ェ
ン
に
苛
立
ち
を
募
ら
せ
た
の
か
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
は
ス

ウ
ェ
ン
の
胸
倉
を
掴
み
上
げ
た
。

「
こ
い
つ
、
ふ
ざ
け
て
ん
の
か
！
？
」

「
や
め
ろ
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
。
」

　
今
ま
で
黙
っ
て
い
た
刹
那
が
ロ
ッ
ク
オ
ン
の
肩
に
手
を
掛
け
た
。

「
暴
力
で
は
解
決
し
な
い
。
」

「
…
…
」

　
刹
那
と
ロ
ッ
ク
オ
ン
は
暫
く
目
を
合
わ
せ
続
け
た
。

「
へ
い
へ
い
、
先
輩
に
は
敬
意
を
払
わ
な
く
ち
ゃ
な
。
」
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そ
し
て
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
は
ス
ウ
ェ
ン
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
手
を
放
し
た
。

「
少
し
、
君
は
黙
っ
て
い
て
く
れ
。
」

　
テ
ィ
エ
リ
ア
は
ロ
ッ
ク
オ
ン
に
ピ
シ
ャ
リ
と
言
い
放
っ
た
。
そ
し
て
ス
ウ
ェ

ン
に
再
び
視
線
を
合
わ
せ
た
。

「
君
は
少
し
疲
れ
て
い
る
ら
し
い
な
。
休
ん
だ
方
が
良
い
。
後
日
ま
た
後
で
話

し
を
聞
か
せ
て
貰
お
う
。
」

「
い
や
、
そ
の
前
に
聞
か
せ
て
く
れ
。
お
前
達
は
何
な
ん
だ
？
見
た
と
こ
ろ
連

合
で
も
ザ
フ
ト
で
も
な
い
よ
う
だ
が
。
」

　
ス
ウ
ェ
ン
が
発
言
し
終
え
た
そ
の
瞬
間
、
場
の
空
気
が
固
ま
っ
た
。

「
お
い
お
い
…
幾
ら
何
で
も
そ
り
ゃ
な
い
じ
ゃ
ろ
？
お
前
さ
ん
は
俺
達
の
『
ガ

ン
ダ
ム
』
を
見
た
だ
ろ
う
に
？
」

「
ガ
ン
ダ
ム
？
確
か
に
そ
の
タ
イ
プ
で
は
あ
る
よ
う
だ
が
…
お
前
達
の
こ
と
は

知
ら
な
い
。
」

　
全
員
が
頭
を
抱
え
た
。
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
こ
い
つ
と
。

「
俺
達
は
ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
。
ア
ロ
ウ
ズ
の
悪
行
に
仇
名
す
者
だ
。
」

「
ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
ア
ロ
ウ
ズ
？
知
ら
な
い
な
そ
ん
な
部
隊
名
。
問

題
は
お
前
達
が
『
連
合
』
か
『
ザ
フ
ト
』
か
だ
。
」

　
再
び
皆
、
頭
を
抱
え
た
。
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「
や
は
り
君
は
少
し
休
ん
だ
方
が
良
い
。
戦
闘
で
何
ら
か
の
衝
撃
を
受
け
た
よ

う
だ
な
。
」

　
テ
ィ
ア
リ
ア
は
溜
息
を
吐
き
な
が
ら
答
え
る
。

「
刹
那
、
ロ
ッ
ク
オ
ン
、
彼
を
頼
む
。
」

　
そ
う
言
う
と
、
ス
ウ
ェ
ン
は
２
人
に
連
れ
ら
れ
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

「
イ
ア
ン
、
あ
の
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
を
早
速
調
べ
て
く
れ
。
彼
に
聞
く
よ
り
得
ら

れ
る
情
報
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
」

「
言
わ
れ
ん
で
も
や
る
気
満
々
だ
。
」

　
イ
ア
ン
は
両
手
を
組
ん
で
自
身
満
々
に
答
え
、
部
屋
か
ら
飛
び
出
し
て
い
っ

た
。

（
…
分
か
ら
な
い
な
。
こ
れ
も
計
画
の
一
部
な
の
か
イ
オ
リ
ナ
・
シ
ュ
ヘ
ン
ベ

ル
グ
？
）
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ソ
レ
ス
タ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
後
書
き
）

進
展
が
少
し
遅
い
か
な
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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